
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 生活発表会を終えて… 

 2/21（土）にはたくさんの保護者の皆様にご参加いただき、無事に生活発表会

を終えることができました。ご理解・ご協力いただき本当にありがとうございまし

た。 

お子様の成長をそれぞれに感じていただけるお時間になったでしょうか。予行

の日にはのびのびと表現していた子供達も、当日はたくさんのお客さんの前で

緊張して固まってしまったり、逆に気持ちが高揚しすぎてしまったりと様々な姿が

見られました。乳児さんは泣いていてもその場でいるだけでハナマル                   なので

す！その子なりに色々なことを感じているのですね。幼児は友達や先生と一緒

に最後まで楽しんでやりきり、誇らしげな姿に「成長したな～」と感動しました。こ

の経験は子供達にとって大きな自信となります。この自信がまた次への意欲に

繋がることでしょう。 

当日を迎えるまでにどの学年もどのクラスも「セリフを覚えさせる」ではなく、今

まで“楽しかったこと”や子供達の“やりたいこと”に丁寧に寄り添い、具現化して

きたこの取り組みは、日頃から子供達の姿を見取り、一人ひとりの興味関心に

寄り添い、輝ける場面を考え構成してきました。担任達にとってそれは苦労の連

続でもあり、子供達の成長を感じる喜びの毎日でもあったように感じます。 

特に 5 歳児の予行を見る年下の子供達の目は憧れの眼 

差しでキラキラしていましたよ。見ている職員の目には涙涙

( ；∀；) 今までどの子にも成長過程で壁があり、それを乗り

越えてきた姿を見てきているから…友達同士励まし合って乗

り越えようとする姿を知っているから…涙なしでは見れません

でした。 

 

日本中がわいた冬のオリンピックも閉幕しましたね。４年間の努力の成果

を表現している選手達を見て、選手一人ひとりの並々ならぬ努力はもちらん

ですが、その選手の体も心も支えてきたご家族・コーチ・仲間のことを思うとこ

みあげてくるものがありました。 

さぁ～梅の花も満開  チューリップのつぼみも膨らみはじめ、春もすごそこ

にやってきています～    園でも春探しを楽しみたいと思います。 

《たくさんの感想をお寄せいただきありがとうございました》 
今回は掲載できず申し訳ありません。保護者の皆様の気持ちが、温かくて…読んでい

て嬉しくて・‥また涙（(´；ω；`)ｳｩｩ）年をとると涙腺がゆるみます。また担任達の

エールにもなりました。頂戴したご意見も次年度の参考にさせていただきます。 
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亀のながちゃん！生きててくれてありがとう！！ 

 今年も寒さが増した１２月に冬眠をした亀のながちゃん。ですが…ある日、何者かに

襲われてしまいました。ながちゃんをとにかく助けなくっちゃ！子供達が悲しんでしまう。

こんな命の終わり方はさせられない！と病院に駆け込みました。 

病院で処置をしてもらい、とにかく今年は冬眠をさせてはいけません。とお医者様か

ら言われました。（仮死状態になるため、このまま死んでしまうとのこと） 

でも勝手に眠ってしまうのに…どうすればいいの？と悩みつつ…この日から職員室で

安静を保ち、薬を飲ませたり、ゲンタシンを塗ったりしながら過ごしてきました。 

職員が『ながちゃん募金しよう！』と病院代を集めたり、毛布やヒーターを寄付してくれ

たり、職員みんなの気持ちは、子供達がまたながちゃんと会えるために！の一心でし

た。だってながちゃんは、４月には『ママがいい～（泣）』と泣いているお友達も『ながちゃ

ん見に行こう』と見に行くと泣き止んだり、お当番活動を通して、命の大切さを学ばせて

くれたり、子供達にとって本当に大切な存在なのです。 

そして私達が悩んだこと。。。それは、ながちゃんのこの状況を子供達にどう説明す

るかでした。ながちゃんのことを襲った動物を悪者にすることは違うのではないか。各

学年、発達の違いもあり、伝え方が難しい。と話し合い、ながちゃんが怪我をしてしまっ

たことは仕方がなかったこと。怪我をしても一生懸命生きようとしていること。元気にな

ってみんなに会いたいと思って注射も頑張っていること・・・それぞれのクラスでながち

ゃんの状況を担任から話をしました。担任からの話を聞いた子供達は次の日、『ながち

ゃん痛いって泣いてた？』『ながちゃん１人で入院しているの？寂しいやろうな～』『血、

いっぱいでた？赤かったん？』とたくさん心配して聞いてきてくれました。 

そんな子供達の思いを受けてか、傷口も日に日によくなり、食欲も戻ってすっかり元

気になったながちゃん💛2/25には、ながちゃん 

当番を再開しました。当番の子供達がご飯をあげ 

ようとすると、片手で（今回のことで片手がなくなっ 

てしまったので・‥）一生懸命歩く姿に『ながちゃん 

すごいやん！歩けるようになってんな』『ご飯もめっ 

ちゃ食べるやん』と嬉しそうなお当番さん。子供達の 

表情を見て、本当によかったと思う上田なのでした。 

 


